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浦
　
川

源
　
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
支
那
の
血
潮
籍
に
「
画
定
」
の
文
字
の
始
め
て
見
え
て
居
る
も
の
は
近
思
録
懇
九
治
法
類
に
引
用
せ

ら
れ
て
あ
る
心
遣
先
生
行
状
の
中
に
あ
る
者
ご
思
は
る
、
、
或
は
其
以
前
の
血
ハ
籍
に
載
せ
ら
れ
て

あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
細
見
な
た
め
か
自
分
に
は
右
の
如
く
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
今
、
明

滋
先
生
の
行
歌
を
見
る
に
朋
滋
先
生
が
嘗
っ
て
澤
州
連
城
の
命
ご
な
っ
た
時
、
其
の
地
方
の
敷
化

の
た
め
種
々
な
る
施
設
豊
麗
を
行
っ
た
中
に
「
郷
民
塞
舌
偏
司
爲
立
二
科
條
こ
の
句
が
あ
る
が
此
の

句
中
の
肚
會
の
文
字
が
夫
で
あ
る
、
乙
鳥
ご
は
法
倉
で
あ
る
、
郷
民
の
墨
壷
を
な
す
を
機
ビ
し
て
法

命
を
立
て
た
こ
言
ふ
の
で
あ
る
が
然
ら
ば
魁
會
ご
は
何
で
あ
る
か
、
今
日
吾
々
が
就
會
學
上
使
用

す
る
魁
會
の
語
の
意
義
及
一
般
に
常
識
的
に
用
ふ
る
場
合
の
冠
會
の
語
の
意
味
ε
も
異
る
の
を

浮
す
る
の
で
あ
る
、
近
思
録
の
中
の
細
査
の
語
の
意
義
を
決
定
す
る
前
に
支
那
の
民
間
に
於
て
催

さ
れ
て
居
た
魁
會
又
は
魁
會
の
語
を
男
み
な
い
が
之
に
該
撮
す
る
事
柄
の
古
典
に
記
載
せ
ら
れ

　
　
　
　
勲
及
証
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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〇

て
居
る
も
の
を
掲
0
．
て
見
や
う
ご
思
ふ
、
撃
墜
先
生
の
時
代
よ
動
は
蓬
か
に
後
の
元
代
の
王
子
吋

　
　
　
　
　
　
ま
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
ゼ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

の
創
作
に
係
る
劉
農
玩
肇
僕
入
桃
源
雑
劇
の
中
に
民
聞
に
於
て
催
さ
れ
て
居
だ
ご
想
像
し
得
る

冠
會
の
記
事
が
あ
る
、
こ
＼
に
先
づ
其
れ
よ
う
述
べ
て
見
や
う
ご
思
ふ
、
此
の
難
劇
は
時
代
を
漢
代

、
に
取
り
探
藥
の
た
め
僕
っ
て
天
台
山
に
入
っ
て
再
び
俗
界
に
返
暫
し
た
劉
農
ご
老
僧
ご
を
主
要

な
人
物
ピ
し
て
居
る
が
脚
色
の
上
よ
り
は
劉
農
が
正
末
（
三
曲
中
の
男
主
人
公
ピ
な
っ
て
居
る
時

代
は
漢
に
取
り
、
其
の
頃
か
ら
存
し
た
解
説
を
材
料
に
取
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
劇
中
の
人
物
の

言
葉
や
科
を
透
し
て
窺
は
る
、
艶
情
、
風
俗
は
大
機
作
者
の
生
存
し
て
居
だ
時
代
の
現
實
の
入
情
、

風
俗
を
反
映
す
る
略
の
こ
見
て
大
過
な
か
ら
ふ
ε
思
ふ
、
此
の
劇
の
第
三
折
に
劉
農
の
孫
に
當
る

劉
徳
が
沙
三
王
留
等
を
引
き
連
れ
瑚
末
（
物
品
）
を
懸
っ
て
上
場
し
て
述
べ
る
言
葉
に
「
某
姓
劉
。

名
徳
。
現
在
皿
天
台
縣
十
里
荘
雇
住
。
時
當
森
罫
引
輪
舞
我
一
諾
年
王
愈
愈
首
鱒
今
日
請
　
得
當
村
父
老
沙
三

王
留
玉
目
都
狂
我
家
一
嘗
琴
平
美
己
都
宰
下
士
嵐
常
人
【
燐
＝
阪
卒
罫
紙
一
撃
二
野
爪
棚
下
四
散
受
レ
昨
飲
レ
酒
。

牛
表
俘
舟
。
弥
麺
一
二
門
一
緊
々
的
閉
上
。
倫
有
一
撮
ソ
豊
麗
入
臨
休
一
一
放
レ
他
説
來
こ
ご
、
あ
る
が
此
に
よ
れ
ば
時

が
恰
も
春
の
肚
の
祭
を
な
す
べ
き
口
に
當
り
今
年
は
劉
徳
の
家
で
杜
會
を
主
催
す
べ
き
順
番
に

當
っ
て
居
る
の
で
村
の
父
老
達
を
集
め
就
に
麗
や
羊
を
．
供
へ
衆
入
ご
彼
等
の
零
幸
を
滞
る
だ
め
．

一
撃
の
銭
の
形
に
切
っ
た
李
安
紙
を
焼
き
思
至
の
下
に
て
祭
の
徐
肉
を
受
け
て
酒
宴
を
せ
ん
ξ
，



　
す
る
意
志
を
語
っ
て
居
る
、
已
に
し
て
多
衆
の
者
は
鼓
を
打
ち
紙
を
焼
き
酒
を
飲
み
騒
げ
る
こ
こ

　
ろ
に
劉
農
ε
院
肇
ピ
の
二
人
が
天
台
山
よ
り
平
射
の
世
界
を
思
慕
し
て
睡
り
蔭
り
已
等
は
天
台

　
山
に
在
っ
た
慨
は
漱
㎝
樂
に
満
ち
て
居
っ
た
、
め
極
め
て
少
時
ご
思
へ
る
に
江
っ
て
見
れ
ば
世
間

　
の
様
子
は
打
っ
て
鍵
り
殊
に
家
の
前
に
己
の
植
え
し
松
の
成
長
せ
る
に
驚
き
種
々
ご
述
懐
し
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
へ
　
　
　
わ

　
内
の
者
に
門
を
開
け
よ
ご
言
ふ
、
其
の
次
の
一
段
に
劉
農
の
就
會
の
付
子
を
唱
っ
た
石
榴
花
の
曲

　
に
「
期
見
這
野
風
堕
逸
紙
銭
次
一
撃
撃
壌
胞
レ
鼓
響
如
レ
雷
。
原
來
是
當
村
父
老
衆
相
知
霧
昌
牛
王
肚
獅
。

　
饗
｝
列
着
奪
樽
ご
が
あ
る
、
こ
れ
は
劉
農
の
見
た
門
内
の
祉
會
の
様
子
で
あ
る
、
次
に
劉
展
が
門
を
開

　
け
よ
ざ
討
ひ
更
に
数
曲
を
唱
っ
て
後
、
劉
徳
の
言
っ
た
こ
ε
は
「
今
矯
當
村
外
父
老
狂
我
家
一
婁
＝
牛

　
王
肚
照
焼
　
一
議
紙
幻
藤
レ
鐸
緑
葉
不
安
司
那
裏
楚
v
將
落
蓋
個
不
レ
知
嵩
董
駈
的
ム
來
。
虚
病
酒
肉
喫
叩
倒
魔
験

　
俺
衆
人
二
年
不
一
吉
利
ご
で
あ
る
劉
農
の
物
語
に
よ
っ
て
己
の
老
爺
で
あ
る
ご
知
っ
て
証
會
セ
散

　
じ
明
年
更
に
憎
し
や
う
ご
約
す
る
の
を
以
て
第
三
折
を
終
っ
て
居
る
、
前
掲
の
誰
劇
に
取
扱
っ
て

　
居
る
就
會
の
記
事
か
ら
見
れ
ば
此
の
場
合
の
殻
會
ご
は
牛
王
澱
を
崇
拝
す
る
村
民
が
魁
を
察
る

　
べ
き
藤
の
期
擬
に
當
番
の
村
民
の
家
に
集
ま
り
、
鼓
を
叩
き
、
鰭
羊
を
捧
げ
一
百
の
紙
銭
を
焼
い
て

　
一
年
中
の
各
村
民
の
家
の
仁
安
を
走
り
、
祭
り
絡
っ
て
無
毒
に
捧
げ
た
桜
肉
を
受
け
飲
み
獣
樂
す

　
る
も
の
こ
約
言
す
る
こ
ご
が
出
席
る
、
更
に
省
言
す
れ
ば
定
H
に
村
民
が
聚
合
し
て
牛
王
就
を
祭

鯉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

，
、
　
　
　
　
瀧
同
門
愈
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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二

る
こ
ご
で
あ
る
、
牛
王
肚
ご
は
後
に
説
く
認
蔵
紳
の
一
種
で
あ
る
か
或
は
赴
紳
ご
は
全
然
…
別
種
の
紳

を
祭
れ
る
赴
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
、
然
し
何
れ
に
す
る
も
肚
會
ご
は
或
る
帥
を
崇
曝
す
る
人
民

の
團
禮
が
其
の
紳
を
祭
る
た
め
に
特
定
の
日
に
會
合
す
る
を
意
味
す
る
も
の
ご
言
へ
る
次
に
古

血
ハ
に
見
え
て
居
る
黒
子
の
語
は
用
み
て
居
な
い
が
赴
會
に
該
當
す
る
記
事
の
一
二
を
掲
げ
て
見

や
う
周
禮
の
器
官
州
長
の
職
に
「
若
以
憲
蟻
壁
祭
寵
州
就
動
属
瓢
其
口
布
讃
レ
法
亦
如
レ
之
」
。
　
ご
あ
る
が

歳
時
ご
は
暮
夏
秋
冬
の
四
時
を
意
瞭
す
る
が
普
通
で
あ
る
が
菰
で
は
春
ご
秋
ε
の
二
時
を
書
ひ

州
魁
ご
は
二
千
五
百
家
を
輩
位
こ
す
る
地
方
匿
劃
郎
ち
州
に
て
立
て
、
居
る
公
魅
で
あ
る
、
州
長

ご
は
此
の
地
方
川
里
調
を
治
め
る
長
官
で
あ
る
、
此
の
鼻
骨
は
春
ご
秋
ざ
の
公
…
枇
を
祭
る
べ
き
田
に

州
内
の
入
曽
を
聚
含
せ
し
め
て
之
に
封
し
一
年
の
政
令
及
十
二
敏
の
法
十
二
ヶ
月
聞
の
行
事
の

期
を
護
み
て
之
を
知
ら
し
め
る
の
で
あ
る
、
此
の
署
長
の
職
の
文
か
ら
察
す
れ
ば
如
何
に
も
地
方

の
官
憲
が
主
動
的
の
地
位
に
立
っ
て
州
証
を
祭
祀
し
其
の
機
を
利
用
し
て
管
轄
内
の
人
民
に
法

今
の
普
及
を
計
る
も
の
～
様
に
思
は
れ
る
、
近
思
録
の
明
道
先
生
行
歌
の
肚
會
を
な
し
科
條
を
立

て
る
こ
ご
は
周
禮
の
州
長
の
職
に
記
載
し
て
あ
る
こ
ご
を
晋
城
の
民
に
實
現
し
淀
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か
ご
推
せ
ら
る
、
、
此
は
劉
農
郷
国
幌
入
桃
源
雑
劇
の
就
會
が
官
憲
の
干
渉
な
く
入
民
の

信
仰
上
よ
り
黒
馬
的
に
行
ひ
、
祭
祀
、
激
娯
の
外
に
別
に
政
治
的
意
義
を
含
ん
で
居
ら
ぬ
も
の
ε
は
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趣
を
異
に
し
て
居
る
、
然
し
若
し
臆
測
を
以
て
説
明
す
る
な
ら
ば
周
禮
の
八
二
の
職
に
規
定
し
て

あ
る
こ
ご
は
周
禮
制
作
以
前
に
民
間
で
建
て
た
魁
を
各
々
其
の
信
仰
に
よ
っ
て
相
聚
っ
て
祭
祀

し
て
居
π
も
の
を
後
に
之
を
政
治
的
に
利
用
し
て
政
策
實
行
の
手
段
に
供
し
た
も
の
で
は
あ
る

ま
い
か
、
又
濫
記
の
月
令
の
仲
春
の
條
に
鐸
二
兀
亡
命
民
魅
。
ε
あ
る
が
こ
れ
な
ざ
も
已
に
官
憲
の
干

渉
に
よ
っ
て
行
っ
て
居
る
や
う
で
岡
禮
の
州
長
の
記
事
ご
相
慮
す
る
も
の
で
あ
る
、
禮
記
の
郊
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ゴ
ト
ク

性
の
篇
に
は
冠
を
祭
る
こ
ご
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
「
唯
皇
土
事
壷
・
出
レ
里
。
唯
爲
二
巴
田
…
國
人
畢

作
。
唯
就
丘
乗
共
嵩
棄
盛
田
所
菖
以
報
磨
本
反
7
曾
池
』
ご
記
載
し
て
居
る
之
れ
を
解
す
れ
ば
里
入
（
二
十

五
家
を
基
準
ご
す
る
地
方
匪
劃
）
は
唯
魁
を
祭
祀
す
る
た
め
に
は
合
肥
各
名
家
よ
り
一
人
宛
を
出

し
て
之
れ
に
携
は
ら
し
め
る
、
又
魁
を
祭
る
た
め
に
魁
猟
を
行
ふ
場
合
に
は
期
中
の
人
が
皆
出
で

、
猟
し
得
た
る
獣
を
犠
牲
ご
し
て
就
の
紳
に
捧
げ
る
、
又
就
を
祭
る
た
め
に
は
丘
（
十
六
井
）
乗
（
六
十

四
井
）
の
人
民
は
棄
盛
（
器
に
盛
り
た
る
稜
）
を
供
す
る
こ
ご
で
あ
る
が
此
に
儲
れ
ば
杜
を
祭
る
に
は

獣
肉
の
外
に
穀
類
を
も
供
し
、
肚
の
氏
子
ε
も
言
ふ
べ
き
、
里
、
中
の
人
、
國
中
の
入
は
四
型
其
の
祭
認

に
醐
零
し
、
魁
に
捧
げ
る
犠
牲
は
氏
子
の
田
猟
に
よ
っ
て
得
た
も
の
を
も
供
し
て
居
た
こ
ご
を
知

り
得
る
の
で
あ
る
、
月
令
・
及
郊
特
牲
の
記
事
は
軍
勢
に
聾
す
る
も
の
こ
言
っ
て
大
過
な
か
ら
う
。

國
語
の
魯
語
、
左
傳
の
荘
公
二
十
三
年
及
公
羊
傳
の
同
年
の
條
に
魯
の
荘
公
（
艶
語
に
は
嚴
公
に
作

　
　
　
　
祉
及
徹
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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四

ゑ
が
齊
に
如
き
魁
を
槻
た
る
こ
ご
を
記
し
國
語
及
左
四
に
は
臣
曹
劇
が
欝
に
し
て
他
國
の
赴
を

見
物
に
行
く
不
法
を
諌
め
た
る
言
葉
を
載
せ
公
羊
傳
に
は
覧
を
越
え
て
就
を
見
る
の
非
禮
を
談

っ
て
居
る
、
魁
を
下
る
ご
は
冠
紳
の
祭
良
計
愚
婦
を
見
物
す
る
こ
ご
で
あ
る
、
後
に
説
く
が
魁
に
は

種
々
あ
る
、
荘
公
の
見
物
に
行
っ
た
魁
は
恐
ら
く
齊
の
國
斌
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
思
ふ
。
以
上
を

要
す
る
に
肚
會
ご
は
魁
の
紳
を
祭
飛
す
る
た
め
に
其
の
淋
を
奪
崇
す
る
人
民
の
聚
合
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
、
更
に
詳
し
く
言
へ
ば
一
年
中
の
或
る
特
定
の
日
に
或
範
園
内
の
地
方
匪
域
に
居

毒
す
る
人
民
が
共
通
に
崇
拝
す
る
就
の
帥
を
祭
記
す
る
た
め
に
批
の
所
在
地
に
聚
合
す
る
こ
ご

を
指
す
も
の
で
あ
る
、
然
ら
ば
魁
ご
は
何
で
あ
る
か
從
っ
て
赴
の
紳
は
何
の
た
め
に
祭
祀
し
入
間

ご
如
何
な
る
交
渉
が
あ
り
、
如
何
な
る
種
類
の
魁
が
あ
り
、
如
何
な
る
場
所
に
記
ら
れ
、
如
何
に
し
て

祀
ら
れ
て
居
た
ら
う
か
、
此
■
等
の
諸
々
の
疑
問
に
就
い
て
今
迄
に
蒐
集
す
る
こ
ε
の
出
　
來
た
資
料

に
よ
っ
て
次
々
に
述
べ
て
見
や
う
ビ
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
就
の
主
紳
に
就
い
て
は
古
來
二
つ
の
説
が
あ
っ
穴
や
う
で
あ
る
、
其
の
一
は
赴
ε
は
土
地
の
瀞

で
あ
る
．
こ
す
る
説
ご
他
は
就
ε
は
支
那
古
代
の
傳
説
時
代
に
居
た
ざ
思
は
る
、
前
回
氏
の
子
の

句
龍
を
祀
っ
た
も
の
で
人
間
の
霊
魂
で
あ
る
ε
す
る
説
で
あ
る
、
前
説
の
血
ハ
糠
に
は
数
多
あ
る
先

穆
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づ
経
書
に
鵠
で
て
居
る
も
の
を
掲
ぐ
れ
ば
禮
記
の
郊
特
急
に
「
杜
祭
レ
土
魂
圭
一
一
陰
．
氣
一
也
」
。
「
証
所
昌
以
瀞
7

地
之
遣
也
」
。
ご
あ
り
又
禮
記
の
中
庸
に
「
郊
肚
之
禮
。
所
話
血
温
王
牽
也
」
。
あ
る
が
女
婿
ご
は
天
を
祭
る
禮

で
あ
り
帝
ご
は
天
帝
で
皇
天
上
帝
ビ
言
ひ
上
帝
ε
も
言
ふ
古
写
よ
り
支
那
人
の
崇
舞
す
る
紳
の

中
の
最
上
位
の
も
の
で
あ
る
、
土
を
紳
ど
す
る
所
以
こ
い
ふ
の
は
郊
三
牲
の
地
を
紳
ε
す
る
所
以

こ
い
ふ
ご
同
じ
意
業
で
土
地
を
帥
ε
し
て
崇
蔵
す
る
こ
と
で
あ
る
、
漢
代
以
後
の
経
書
の
注
騨
家

及
其
他
の
學
者
の
説
の
代
表
的
な
も
の
を
平
ぐ
れ
ば
周
禮
地
黒
鼓
入
の
郵
玄
の
注
に
「
冠
祭
祭
昌
地

祇
也
」
。
ご
あ
る
地
紙
ご
は
土
地
に
屡
す
’
る
紳
で
あ
る
、
賀
公
彦
の
疏
に
は
孝
経
緯
の
肚
は
是
五
土

の
総
紳
な
り
ビ
の
文
を
引
い
て
居
る
黒
土
ご
は
周
禮
の
大
司
徒
の
文
中
に
あ
る
山
林
、
川
澤
、
丘
陵
、

墳
術
、
原
曝
、
の
五
者
を
言
ふ
が
此
等
の
名
篇
は
支
那
人
の
地
理
的
槻
念
が
登
達
し
行
政
の
便
宜
上

土
地
の
獲
刷
を
必
要
こ
す
る
程
度
に
政
治
的
知
識
の
獲
達
し
セ
る
後
爲
さ
れ
淀
る
分
類
で
あ
ら

ふ
魁
ビ
は
此
等
を
綜
合
し
た
る
大
地
の
紳
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
、
古
く
は
只
大
地
ご
漠
然
ご
考

へ
た
る
も
の
に
宿
る
紳
ご
観
念
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
ふ
ε
思
ふ
、
聯
官
大
宗
伯
の
賀
公
彦
の
疏

も
前
掲
ご
同
じ
文
を
引
い
て
居
る
禮
記
憶
今
の
鄭
玄
の
注
，
詩
の
小
雅
実
装
の
二
黒
に
は
魁
は
后

土
な
り
ご
説
き
荘
公
二
十
三
年
、
荘
公
二
十
五
年
公
羊
傳
の
何
休
の
注
に
も
祇
者
土
地
之
主
也
」
。

ビ
あ
る
、
許
愼
の
説
文
置
字
に
は
魁
地
主
也
ご
あ
り
呂
民
二
二
仲
森
の
條
の
高
誘
の
注
に
は
「
赴
祭
二

　
　
　
　
激
及
囁
砒
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
三
五
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暫
學
研
究
　
　
栖
堪
・
七
↓
T
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苧
　
　
　
　
　
　
　
…
二
山
ハ

后
土
こ
。
ご
あ
り
、
爾
書
誌
詰
の
「
越
子
日
戊
午
。
乃
耐
罫
干
新
訳
二
Q
の
孔
穎
達
の
疏
に
は
魁
の
棘
を
説

く
に
二
説
あ
り
幽
玄
は
土
地
の
紳
こ
せ
る
こ
ご
を
述
べ
、
漢
書
郊
面
輪
の
下
に
詩
日
。
乃
立
｝
家
土
幻

を
引
い
て
居
る
が
藤
本
の
注
に
は
大
雅
縣
之
詩
華
。
家
大
憲
、
土
土
師
。
謂
”
魚
肚
こ
ご
あ
り
師
古
も
斌

は
土
地
の
紳
を
言
ふ
ご
考
へ
て
居
b
又
後
漢
書
祭
飛
下
の
下
の
注
に
は
筍
霞
が
伸
長
統
に
祉
紳

の
本
章
を
問
ふ
淀
時
、
仲
長
言
は
就
の
祭
る
所
は
土
地
な
り
ビ
答
へ
て
居
る
、
三
皇
の
論
衡
の
順
敏

篇
に
は
「
斌
土
也
」
「
肚
衆
陰
子
長
命
ど
あ
る
が
此
も
祇
を
土
地
の
紳
ご
見
た
も
の
こ
言
へ
や
う
、
又

風
俗
麺
の
祀
典
篇
に
も
孝
経
説
を
引
き
勉
は
土
地
の
主
な
り
ご
す
る
説
を
も
引
い
て
居
る
白
虎

蓮
の
肚
穫
篇
に
「
王
者
所
冨
以
有
｝
冠
覆
耐
。
爲
｝
｝
天
下
　
求
レ
詳
報
レ
功
。
人
非
レ
土
不
レ
立
。
非
レ
穀
不
レ
食
。
土
地
廣
博
。
不
レ
可
　

悪
玉
一
也
。
…
…
…
帯
封
レ
土
立
レ
赴
。
　
示
レ
有
二
二
丁
こ
。
ピ
あ
る
、
以
上
は
就
を
土
地
の
帥
こ
す
る
説
の
典
擦

で
あ
る
。

　
魁
を
句
龍
ε
す
る
説
の
典
糠
は
春
秋
左
民
需
昭
公
二
十
九
年
に
「
零
墨
厨
。
共
工
氏
有
レ
子
日
隣
句

龍
門
揚
煮
爲
ゾ
魁
」
。
ε
あ
る
此
を
後
に
王
粛
が
聖
業
論
に
於
て
鄭
玄
の
説
を
駁
す
る
場
合
器
用
し
て
居

る
、
禮
記
の
祭
法
に
は
「
共
工
氏
之
覇
九
州
一
也
。
其
子
β
黒
土
　
能
準
聯
九
州
旧
故
祀
以
爲
レ
杜
」
。
ざ
あ
る
が
祭
法

の
琵
事
に
よ
れ
ば
山
導
の
男
工
氏
の
子
を
句
龍
ご
す
る
に
誓
う
后
土
ε
し
て
居
乃
。
の
み
な
ら

す
后
土
は
大
地
を
尊
敬
す
る
た
め
に
用
み
た
文
宇
で
な
く
て
固
有
名
詞
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
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許
愼
の
函
丈
解
字
の
杜
の
字
の
部
に
は
春
秋
傳
に
曰
く
こ
し
て
昭
公
二
十
九
年
の
文
を
引
い
て

居
る
か
ら
許
愼
が
肚
は
土
地
の
紳
で
あ
る
ご
す
る
説
ど
共
に
之
を
引
い
て
居
る
こ
こ
ろ
か
ら
見

れ
ば
彼
は
爾
説
の
何
れ
が
當
を
得
て
居
る
か
を
自
ら
漸
逸
せ
す
異
説
を
あ
げ
て
後
人
の
参
考
に

供
し
た
も
の
で
あ
ら
ふ
、
王
充
の
論
衡
の
祭
意
篇
に
は
「
露
命
聖
霊
覇
二
九
卑
湿
。
面
子
寧
后
土
州
能
李
二
九

土
閃
故
祀
以
爲
レ
赴
。
傳
父
尉
，
炎
帝
作
レ
。
死
而
。
革
製
一
一
力
天
下
殉
水
死
而
歯
冠
］
ご
あ
る
が
九
州
を
本
土
ご
し

た
る
差
の
み
で
就
は
后
土
を
記
つ
た
も
の
ご
す
る
説
は
祭
法
ご
同
じ
で
あ
る
、
然
し
乍
ら
爾
書
尭

血
ハ
の
記
載
及
史
記
の
五
帝
本
紀
の
記
載
等
に
よ
れ
ば
共
工
は
尭
舜
時
代
に
存
し
嘉
に
仕
へ
て
凶

徳
あ
画
面
に
舜
の
た
め
に
鯨
馳
兜
三
苗
ご
共
に
麺
包
せ
ら
れ
た
天
下
の
瀬
戸
の
唄
入
で
あ
っ
て

九
州
の
覇
こ
な
っ
た
こ
す
る
の
は
密
法
に
始
め
て
見
ゆ
る
傳
説
ご
思
は
る
、
從
っ
て
水
土
を
李

げ
た
も
の
こ
し
て
は
一
般
に
夏
の
王
朝
の
租
こ
な
っ
た
禺
ε
信
せ
ら
れ
て
居
る
故
に
他
の
傳
に

禺
が
天
下
の
水
蜜
を
奉
治
す
る
た
め
に
カ
を
議
し
敢
え
な
く
水
死
を
途
げ
た
“
め
其
の
功
徳
を

紀
念
す
る
た
め
祉
こ
し
て
祀
っ
た
ε
い
ふ
説
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ら
ふ
理
か
ら
言
へ
ば
此
の
説

の
方
が
首
肯
さ
れ
る
が
さ
り
こ
て
仁
恵
に
載
す
る
ご
こ
ろ
は
有
名
な
る
史
官
の
秦
墨
の
語
る
こ

こ
ろ
で
あ
る
か
ら
全
然
虚
構
こ
し
て
打
消
す
こ
ご
は
不
可
能
で
あ
る
、
故
に
魚
市
五
心
の
疏
。
禮
記

愛
心
牲
の
心
後
漢
書
祭
祀
志
の
注
。
悲
官
大
宗
伯
の
郷
玄
の
注
に
は
皆
此
の
左
傳
の
記
事
を
引

　
　
　
　
耽
及
灘
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
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三
入

用
し
て
あ
る
素
踊
の
工
特
牲
の
疏
（
孔
穎
違
）
に
は
鄭
玄
は
就
は
磁
土
の
紳
で
あ
る
が
句
題
が
水
土

を
祈
げ
た
功
あ
る
に
よ
り
証
に
配
し
て
之
を
祀
る
ご
考
へ
た
こ
述
べ
て
あ
る
が
是
に
由
っ
て
之

を
顧
れ
ば
郷
玄
は
魁
を
土
地
の
藤
こ
す
る
説
ご
句
龍
を
灘
つ
た
も
の
ご
す
る
説
ゼ
に
各
々
相
當

の
根
面
あ
る
ご
こ
ろ
か
ら
一
方
を
取
っ
て
他
方
を
否
定
す
る
こ
ご
の
出
立
な
い
た
め
に
彼
の
経

書
注
底
上
の
常
套
手
段
で
あ
る
折
衷
的
方
法
を
薙
に
も
癒
面
し
て
巧
に
彌
縫
し
だ
も
の
ε
思
は

る
、
更
に
孔
穎
達
は
郊
画
風
の
疏
の
中
に
賀
倉
出
融
は
赴
を
句
龍
を
記
つ
た
も
の
ご
考
へ
て
居

た
こ
ご
及
王
粛
が
其
入
々
の
説
を
踏
襲
し
て
鄭
玄
の
説
に
反
慣
し
就
は
人
鬼
、
地
の
瀞
に
あ
ら
す

ご
の
聖
油
論
の
中
の
駁
論
を
掲
げ
て
居
る
、
然
し
王
蹴
の
駁
論
は
彼
が
強
い
て
鄭
玄
に
反
鋤
し
や

う
ε
す
る
敵
本
主
義
的
色
彩
が
あ
ま
り
に
濃
厚
で
あ
っ
て
駁
論
の
根
室
は
比
較
的
に
淺
薄
で
あ

っ
て
演
末
の
黙
を
問
題
に
．
し
て
居
る
や
う
に
思
は
れ
る
Q

自
分
は
寧
ろ
一
般
に
は
証
は
土
地
の
帥
を
指
す
も
の
で
句
龍
の
紳
を
祀
つ
だ
の
は
或
特
別
の
魅

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
共
工
氏
が
九
州
の
覇
ε
な
っ
た
傳
説
も
之

を
信
ず
る
迄
に
は
爾
大
な
る
間
隙
が
あ
り
支
那
の
古
代
人
の
崇
拝
の
甥
象
た
る
諸
紳
の
系
列
の

上
か
ら
見
て
も
當
初
か
ら
人
鬼
で
あ
っ
た
こ
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
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前
に
説
け
る
如
く
肚
は
大
辛
に
於
て
土
地
の
紳
を
指
す
も
．
の
ご
見
て
差
支
へ
，
な
い
ご
思
ふ
が

然
ら
ば
古
代
支
那
人
は
何
故
之
を
祭
事
す
る
か
を
調
べ
て
見
や
う
、
禮
記
の
郊
早
場
に
証
所
以
紳
レ

地
織
溢
也
。
地
機
鄭
型
物
司
天
垂
レ
象
。
取
耳
茸
地
幅
取
法
於
天
一
是
以
埠
μ
天
審
美
レ
地
算
。
鞍
敷
二
型
美
報
一
焉
。
家
主
嵩
中

需
而
國
主
レ
祉
。
示
レ
本
馬
」
。
ご
あ
る
が
地
を
妃
る
の
は
地
が
萬
物
を
載
せ
て
居
り
人
間
も
里
中
に
あ
っ

て
人
間
の
生
活
に
必
要
な
る
資
料
を
之
よ
り
取
る
か
ら
此
等
の
こ
ご
に
憂
し
て
讃
美
威
謝
す
る

だ
め
で
あ
る
。
禮
記
の
禮
蓬
に
も
約
ぽ
同
じ
意
味
の
こ
ご
を
言
っ
て
居
る
帥
ち
曰
く
祀
二
就
於
國
司

所
三
以
列
　
地
利
一
也
弔
中
略
」
専
行
＝
郊
野
鱒
而
百
貨
可
レ
壁
皿
」
．
ご
國
に
肚
を
祀
る
は
土
地
よ
り
画
く
る
衆
利
を

陳
列
せ
ん
こ
す
る
た
め
で
所
求
の
結
果
は
百
般
の
物
貨
帥
或
は
五
穀
或
は
金
玉
を
致
す
こ
ご
が

出
乾
る
。
荘
公
二
十
三
年
の
公
羊
傳
の
何
休
の
注
に
「
祉
者
土
地
之
主
。
只
者
報
レ
徳
也
生
寓
物
居
二
入

民
岨
徳
至
大
。
功
至
大
。
故
威
㌫
春
秋
一
而
祭
レ
之
」
。
ご
あ
る
，
以
上
は
土
地
の
人
聞
に
興
へ
る
幸
編
を
域
謝
し
更

に
所
求
す
る
ご
こ
ろ
よ
り
肚
を
祭
る
こ
ご
を
言
つ
だ
も
の
で
あ
る
が
土
地
の
與
へ
る
幸
藤
を
廣

汎
に
亙
る
も
の
、
如
く
説
き
土
地
の
輿
へ
る
幸
∴
陥
を
特
に
農
業
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
る
、
も
の
に

限
っ
て
居
な
い
や
う
で
あ
る
、
之
を
農
業
に
幽
し
て
説
明
し
て
あ
る
の
は
詩
の
小
雅
甫
田
の
鄭
玄

の
箋
の
「
秋
祭
冠
與
［
西
町
方
叫
爲
主
穀
成
熟
報
糞
意
一
也
し
。
帥
牧
獲
戚
謝
の
た
め
こ
す
る
も
の
及
禮
記
月
命

の
総
懸
の
注
に
「
魁
偉
土
也
。
使
　
民
塑
焉
。
棘
髪
ハ
農
事
也
。
ご
あ
る
も
の
，
又
は
臼
虎
萢
肚
五
識
に
「
歳
再
祭

　
　
　
　
飛
及
証
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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何
。
春
所
秋
報
之
義
也
」
。
ビ
あ
る
も
の
、
又
は
王
充
論
衡
祀
義
子
に
「
就
急
報
τ
生
　
穀
物
野
饗
と
。
ご
あ
り
、
周

禮
属
官
馬
長
の
職
に
．
歳
時
を
以
て
州
批
を
祭
祀
す
る
こ
ご
を
記
せ
る
も
の
あ
る
が
其
の
買
公
彦

の
疏
に
は
「
春
祭
レ
鼻
聾
所
【
膏
雨
【
望
一
孟
穀
豊
熟
司
秋
祭
レ
斌
郵
書
二
百
穀
豊
稔
明
所
構
以
報
τ
功
」
。
ご
あ
る
も
の
等
で

あ
る
、
即
五
穀
の
豊
熟
を
所
b
牧
町
の
理
学
の
た
め
に
証
を
祭
る
も
の
ご
考
へ
て
居
る
の
で
あ
る
．

農
業
は
土
地
を
相
手
ε
し
て
行
は
れ
、
土
地
に
は
紳
が
宿
り
、
人
間
の
幸
編
は
帥
の
解
る
ご
こ
ろ
で

あ
り
、
所
れ
ば
瀞
は
人
間
に
半
解
を
輿
へ
る
こ
い
ふ
意
識
が
あ
れ
ば
農
業
を
本
位
ご
す
る
人
民
が

熱
心
に
土
地
の
紳
を
信
仰
す
る
の
は
當
然
で
は
あ
る
ま
い
か
、
然
し
肚
を
農
業
を
中
心
ご
し
て
信

仰
し
祭
祀
す
る
こ
ε
は
支
那
人
が
群
群
生
活
の
墾
遷
の
過
程
の
上
に
於
て
農
業
時
代
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
ら
ふ
、
何
時
農
業
時
代
に
入
っ
た
か
を
年
代
的
に
決
定
す
る
は
至
難
で
あ
っ
て
傳
説
的

自
畳
の
始
ま
る
ご
、
も
に
支
那
に
於
て
は
農
業
が
開
始
さ
れ
て
居
る
や
う
で
あ
る
か
ら
極
め
て

古
い
も
の
こ
言
は
ね
ば
な
ら
澱
。

　
周
禮
の
春
重
大
祝
に
市
平
を
設
く
れ
ば
前
祝
す
ε
あ
り
小
宗
伯
に
曇
天
師
則
帥
二
有
寮
而
婁
軍

肚
一
章
レ
事
」
ご
あ
）
小
宗
伯
の
勘
注
に
は
」
申
出
レ
軍
必
先
導
レ
事
二
於
就
鱒
及
遜
レ
廟
。
　
而
以
＝
其
圭
一
行
。
　
就
主
日
轟

軍
就
都
遷
主
日
レ
租
」
ご
言
ひ
大
指
の
頁
公
彦
の
疏
に
は
軍
が
將
に
出
で
ん
ご
す
れ
ば
証
に
祭
り
証
主

を
も
つ
て
行
き
命
を
用
ゐ
ざ
る
も
の
を
号
す
る
。
肚
が
軍
中
に
あ
る
に
よ
り
軍
肚
ご
言
ふ
ご
あ
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る
、
孔
叢
子
の
儒
細
鱗
に
は
其
の
制
を
詳
し
く
説
い
て
居
る
、
其
等
の
詳
細
は
蕪
に
問
ふ
ご
こ
ろ
で

な
い
、
何
故
魅
を
軍
中
に
立
て
る
か
や
問
題
の
焦
黙
で
あ
る
、
此
の
事
に
つ
い
て
は
古
の
立
者
の
説

く
こ
こ
ろ
が
な
い
、
臆
ふ
に
杜
を
軍
中
に
立
て
、
祭
る
の
は
年
時
魁
の
紳
は
其
の
土
地
の
居
住
者

を
守
護
し
幸
編
を
輿
へ
る
ε
同
じ
く
出
征
中
に
於
て
も
然
か
す
る
も
の
こ
考
へ
た
か
ら
で
あ
ら

ふ
、
此
の
黙
に
重
て
は
租
先
の
霊
魂
ざ
同
じ
も
の
ビ
考
へ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
就
の
紳
は
五
穀

の
豊
熟
セ
輿
へ
る
ご
共
に
致
ハ
土
地
に
居
住
す
る
も
の
、
生
命
を
守
護
す
る
も
の
こ
の
槻
念
の
存

在
を
軍
就
を
立
て
る
こ
ご
し
よ
っ
て
類
推
し
得
る
で
あ
ら
ふ
。

　
薙
に
天
子
及
諸
侯
の
特
別
に
祭
る
一
種
の
就
が
あ
る
．
そ
れ
は
周
禮
夏
官
の
革
質
で
は
勝
國
の

戯
こ
い
ひ
、
藥
琶
の
翼
壁
哀
公
四
年
公
早
耳
に
は
亡
母
の
魁
こ
い
ひ
、
臼
虎
通
の
魅
穫
多
野
哀
公
四

年
の
公
羊
傳
の
何
休
の
注
に
は
誠
魅
（
戒
就
」
ご
言
ひ
禮
記
の
郊
特
牲
に
喪
國
難
事
ε
言
っ
て
居
る

も
の
で
め
る
、
斯
の
如
く
名
総
は
歴
々
で
あ
る
が
指
す
ご
こ
ろ
の
も
の
は
同
一
で
あ
る
、
滅
亡
さ
れ

た
る
前
王
朝
或
は
先
住
者
の
祭
記
し
て
居
た
斌
の
事
を
言
ふ
の
で
あ
る
、
此
の
種
の
肚
を
祭
る
の

は
何
の
た
め
で
あ
る
ビ
支
那
の
學
者
は
考
へ
て
居
た
が
先
づ
槍
籔
し
て
見
や
う
秦
毯
の
濁
断
に

は
「
導
者
天
子
墨
取
乱
］
翠
苔
甦
以
分
二
諸
侯
一
ゆ
使
禽
レ
就
以
自
警
戒
み
ご
あ
り
白
虎
蓮
の
肚
稜
篇
に
は
「
王

者
諸
侯
画
筆
一
芥
肚
一
何
。
　
示
レ
有
二
存
亡
一
也
。
　
明
饗
爲
レ
善
心
得
レ
之
。
　
悪
者
失
7
之
」
。
ε
説
き
哀
公
四
年
公
羊

　
　
　
　
磯
及
祉
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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四
二

傳
の
何
休
の
注
に
は
「
以
爲
　
薦
謬
國
者
戒
ご
：
…
…
・
戒
斌
ε
は
「
先
王
所
下
以
威
謙
示
敷
E
戒
諸
侯
覆
臥
煙
レ
上
也
」
Q

ご
あ
る
此
等
は
皆
労
國
の
瀧
を
立
つ
る
は
國
に
は
存
亡
の
命
運
が
あ
る
に
よ
り
大
に
警
催
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
ε
反
省
せ
し
む
る
努
め
の
も
の
で
あ
る
こ
す
る
の
で
あ
る
が
此
等
は
寧
ろ
政
治

的
、
道
徳
的
，
に
解
し
過
ぎ
た
も
の
で
本
書
的
の
意
義
は
全
く
没
却
さ
れ
π
も
の
で
あ
る
、
自
虎
通
の

証
穫
篇
に
一
説
ε
し
て
之
を
賎
し
む
こ
ご
を
示
す
な
り
こ
い
ふ
の
を
載
せ
て
居
る
が
そ
れ
も
本

釜
的
の
意
義
を
得
た
も
の
ご
は
言
へ
な
い
、
恐
ら
く
亡
國
の
肚
を
茂
る
こ
ご
は
先
王
朝
煙
は
先
住

者
の
土
地
を
奪
っ
た
の
で
先
王
朝
或
は
先
住
者
の
祀
っ
て
居
た
土
地
の
紳
の
累
や
怒
b
を
恐
れ

其
の
怒
り
を
清
め
其
の
崇
り
を
鎭
め
舟
淀
め
に
泓
つ
た
も
の
で
あ
ら
ふ
ご
思
ふ
、
さ
れ
ば
亡
國
の

魁
を
祭
る
風
習
は
古
代
支
那
入
が
術
種
族
的
生
活
を
霞
ん
で
居
た
時
代
か
ら
行
っ
て
居
た
も
の

で
他
種
族
の
土
地
を
侵
略
し
之
に
居
住
す
る
場
舎
に
先
住
種
族
の
土
地
の
紳
を
祭
っ
て
其
の
就

の
瀞
の
宥
恕
を
乞
ひ
野
送
を
鎭
め
ん
ご
し
た
の
が
時
代
を
経
る
に
二
っ
て
其
の
本
始
的
の
意
義

が
忘
却
せ
ら
れ
政
治
上
道
徳
上
の
戒
め
の
た
め
ご
考
へ
る
に
至
つ
淀
も
の
で
あ
ら
ふ
、
亡
國
の
魁

を
祭
る
こ
ご
に
よ
っ
て
臆
度
せ
ら
る
、
こ
ご
は
種
族
乃
至
或
地
方
團
膿
は
各
々
彼
等
特
有
の
土

地
の
紳
を
有
し
鞭
っ
て
他
種
族
又
は
他
の
地
方
團
膿
の
祭
る
土
地
の
紳
ご
は
異
っ
た
も
の
ビ
の

意
識
を
有
し
て
居
た
の
で
あ
る
ま
い
か
ご
い
ふ
ご
ご
で
あ
る
、
後
章
に
説
く
如
く
王
が
天
下
の
た



め
に
大
就
或
は
泰
証
）
を
立
て
自
ら
の
た
め
に
王
事
を
立
て
諸
侯
が
領
内
の
人
民
の
た
め
に
國
祉

を
立
て
自
ら
の
た
め
に
侯
魁
を
立
て
る
百
虎
通
、
祭
法
）
の
は
此
の
意
識
の
残
存
、
を
示
す
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
ご
臆
度
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
（
未
完
）
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